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具体的方策

※　学校自己評価は，５段階評価（Ｓ…目標を大幅に上回る達成度,Ａ…目標を上回る達成度,Ｂ…目標どおりの達成度,Ｃ…目標を下回る達成度,Ｄ…目標を大幅に下回る達成度）で成果や取り組み状況等について記入すること。
※　学校関係者評価は，学校自己評価について５段階評価（Ｓ～Ｄ）で評価すること。

評価
項目

今後に向けての方針・改善点
目標

目標及び具体的な方策等
学校自己評価

様式１

校長本校在校年数

学校長

昨年度の成果と課題

平成２２年度　学校評価報告書１　　（　　計画段階　　・　　実施段階　　）

学校関係者
評価委員会
委　員　長

(１) 学習指導,生徒指導,進路指導を一体的に推進し,自己実現と社会貢献の
　　一致を目指す進路保障に努める。
(２) 礼節をわきまえ,誠実で責任感と協調性をもち,愛と勤労を尊ぶ精神を涵
　　養する。
(３) 個性を生かし,自主的自発的な精神で生活を営む態度を養う。
(４) 人としての生き方在り方を追究させることを通して人権尊重の意識を高
　　め,差別をなくす力を育てる。
(５) コミュニケーション能力を高め,多種多様な情報を適切に収集・処理・発
　　信できる能力を育てるとともに,人として挨拶を基本に相互理解を進める
　　ように指導する。

（１）生徒の進路に対する目的意識をより明確にさせ,進路実現を図る。
　　①意識を育てる。　②自分を知る。　③広い視野を持たせる。
（２）教育環境を整え,教育資源の活用に努める。
　　①授業を行うにふさわしい教育環境の整備と授業規律の確立により、生徒の学習環境を整える。
　　②教師の自己評価や生徒授業評価を生かして授業の質を高める。
（３）システムとしての教育機能を高める。
　　①出席改善指導及び風紀改善指導を行い、信頼される指導を確立する。
　　②組織の充実を図り、教職員の共通理解の上に特別支援教育を推進する。
　　③研修旅行、姉妹校交流、海外語学研修、留学、諸検定等により、本校の特色にふさわしい国際
理解教育を推進する。

Ｂ Ｂ

　　昨年度は，教科指導,進路指導,生徒指導の充実と改善に取り組み,進路実績の向上,生活規律の向上，特別支援教育に関する共通理解と支援協力体制などに一定の成果が見られた。
　　昨年度の総合評価がＣ段階であることから，今年度は各評価項目の課題解決に努めるとももに，生徒の希望進路の実現を図るため,授業規律の徹底，目的意識の明確化，授業の質の向上，組織的指導体制の強化など教育機能を高める教育を推進する。

評価（総合）学校経営方針・学校教育方針

家庭学習の実態を把握し，担任と教科担当が連携し
て，自学自習の習慣の確立に向けた指導を行う。

取組状況・成果・課題
学　校
関係者
評　価

 学校関係者評価委員会からの意見等

Ｂ

Ｂ

今年度「西陵力向上委員会」を新たに設置
し，目指す学校像，生徒像を明確にすると
ともに，学校課題の解決に向けた取組等に
ついて検討している。新教育課程の編成と
習熟度学級等の今後の在り方については検
討を行っているところである。

教育
課程
・

学習
指導 学習環境を整え，学校としての学ぶ雰囲気をさら

に高めるとともに，家庭学習の定着を目指す。

教室の清掃や整理整頓，チャイムと同時の授業開始
など授業規律の確立を全職員で徹底する。

年２回の校内授業研究（教員相互の授業参観）を行
い，指導力の向上を図り，授業改善につなぐ。

習熟度別学級編成や習熟度別授業の効果的な運用につ
いて研究するとともに、授業時数の確保に努める。

学校としての学習環境は整備されてきてい
るが，教室の整理やチャイムと同時の授業
開始については，徹底できていない状況が
見られる。

Ｂ

・チャイムと同時の授業開始は，教師の意識を上げ
全体的一致をして取り組むことです。授業が大変落
ち着いて行われており，学力の向上につながると考
えます。・入学の難しさに比べ入学後の成長が少な
いように思います。・西陵力向上委員会の成果を興
味深く注目しています。チャイム席については，ま
ず，教師が「チャイム黒板」を大事にしていただき
たい。・わかりやすい授業と教育を求め西陵高とし
ての学力向上のため，学校だけでなく地域・家庭を
含む環境整備を目指し，キャリア教育を徹底させて
いくことが重要です。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

平成２５年度から実施の新教育課程の編成を
行うとともに，教員相互の授業参観及び研究
協議，授業評価等により，授業のさらなる工
夫改善を目指す。習熟度学級及び授業につい
ては，適切な配置及び効果的な運用，指導内
容等の改善を目指す。

教員のチャイム席等を含めた授業規律を
さらに徹底できるよう，教員の意識向上
を図るとともに協働体制の確立を目指
す。

Ｂ

Ｂ

出席改善指導及び風紀改善指導は継続し
ながら，この指導だけによらない教職員
の生徒指導体制の充実を図る。また，自
転車通学マナ－の向上や安全指導等をさ
らに充実させる。Ｂ

Ｂ

出席改善指導及び風紀改善指導の継続によ
り，生徒の基本的生活習慣の確立は改善し
ており，指導対象生徒数は目標を達成でき
た。体育館改修工事で体育館が半年間使用
できなかったため，儀式行事等の全校集会
での指導ができなかった。 Ｂ

・部活動の入部率が高く，生徒会も熱心に活
動していることが，落ち着いた生活につな
がっていると思います。・通学マナ－の悪
さ，特に自転車マナ－の悪さが目についてい
ます。・交通安全に関する指導についても今
までどおり継続して指導をお願いします。・
指導対象生徒の目標達成は先生方の指導の成
果と考えます。・風紀指導においては，学
校・保護者・地域と連携し，生徒が倫理的要
素を指導徹底してください。学校の内外を自
己コントロ－ルし生活習慣のさらなる向上を
目指 くださ

学校行事の企画運営や挨拶運動，環境美化活動
等を通して，生徒会活動の活性化を図る。 Ｂ

Ｂ

生徒
指導

生徒の基本的生活習慣の確立と規範意識の向
上を目指す。

部活動の加入率を高め，部活動生徒をクラスや
学年の模範生徒，リーダーとして育てる。

ホームルーム，学年集会，始業式，終業式等におい
て，規律や礼儀を重んじる指導を徹底する。

部活動や生徒会活動など，生徒の主体的な活動
を推進する。

Ｂ

部活動加入率は７３％に達しており，年々
向上している。学校行事においては生徒会
を中心に主体的活動が促進されてきてお
り，今後はさらに向上させる取組が必要で
ある。

全職員で出席改善指導及び風紀改善指導を継続し,保護
者と連携し，指導対象生徒を各３名及び５名以下にする。

部活動加入率をさらに向上させ，学習と
部活動の両立ができるよう指導するとと
もに，生徒会の自主的活動を推進できる
よう，学校行事の実施方法等の工夫改善
を目指す。

Ｂ

Ｂ

土曜講座及び土曜補習を整理し，課外補
習の全体計画を改善するとともに，推薦
入試の募集の在り方等についても検討を
行い，入学生徒の進路意識及び学力向上
により進路実現に向けた取組を推進す
る。

Ｂ

Ｂ

定期考査については，成績不振の生徒に対
し特別指導を行うなど個別指導を充実させ
ることができた。模擬試験等の学力分析を
行い，授業・課外補習等に活かし，生徒の
学力向上に関する取組を，今後も強化して
いく必要がある。

Ｂ
進路
指導

授業，課外補習，対外模擬試験等を通して生
徒の学力の到達状況や伸長度を測り,学習指
導・進路指導に生かす。

生徒が主体的な進路選択ができるよう進路に対
する目的意識をより明確化し,進路実現を図る。 英語検定や外部実施の模擬試験の受験督励のため,受験

案内や詳細情報を各部で連携して提供する。

生徒一人ひとりの学力の到達状況を把握し，面
談等を通して個別指導を充実させる。

・進路選択と保障は，高校の大きな課題と思
われます。個々の将来につながる取り組みを
今後も続けてください。・国公立大現役合格
率の伸びが悪いのではないか，クラス編成に
問題があるのではないかと思います。・セン
タ－試験の受験者数の増加が進路結果の向上
につながってほしいと期待しています。　・
西陵力を生かした進路を目指すことも必要で
あると思います。学校側で英語力を始め，国
語の授業を積極的に受講する機会を与え自ら
の能力向上のため，あらゆる学力を高める取
組を行ってください。

２年生のスタディツア－やオ－プンキャン
パスへの参加は積極的に行っており，生徒
の進路意識向上に役立っている。進研模
試，英語検定試験等は受験督励を行ってお
り，３年生のセンタ－試験受験者が２０３
名と急増している状況もあり，生徒の進路
意識を高めている。

学年部及び各教科で,定期考査や模擬試験の対策
や結果分析を詳細に行い，次の指導に生かす。

生徒の進路意識の向上を図り，センタ－
試験の受験者数をさらに増加させるとと
もに，対外模試，各検定等の学力分析等
を行い，一人ひとりの生徒の学力向上を
図ることにより進路実現を図る。Ｂ

大学での体験講座の実施やオープンキャンパス等へ
の積極的な参加を促し，生徒の進路意識を高める。 Ｂ

Ｂ

Ａ
特別
支援
教育

特別支援教育に関する共通理解と推進及び支
援体制の確立を図る。

障がいのある生徒や課題を抱えた生徒に対す
る理解と支援の充実を図る。 生徒の変化の早期発見に努め，気になる生徒の支援

を充実し，不登校・中途退学者を減少させる。 Ｂ

障がいのある生徒の支援を通して，障がいに対
する理解を深め，支援会議で支援の改善を図
る

Ａ
Ａ

生の松原特別支援学校との交流は，継
続・発展させるとともに，生徒及び教員
の参加意識の向上を図るなど，内容の充
実を目指す。校外研修については，講師
招聘等による校内研修への代替を含め検
討する。

教育相談委員会を中心に教育相談機能を強化
し，校内の推進及び支援体制を確立する。 Ｂ Ａ

生の松原特別支援学校との交流活動は活発
に行われており，内容等もさらに充実させ
ることができた。校内研修は計画的に実施
されており教職員の意識向上を図っている
が，校外研修については，授業，校務等の
関係で参加しにくい状況等が見られる。 Ａ

・不登校や中途退学者が少ないのは何よりです。先
生方の指導の成果だと思います。・校内における支
援体制が支援会議，教育相談委員会により，具体的
に行われていることがわかります。支援学校との交
流の実が上がっていると感じます。・特別支援学校
との交流は，生徒が率先して励行し，将来において
自分を知る道が見えてくると思います。個人の真似
をするのでなく，自分で行為，考えを身に付け，自
分を成長させていくことと思います。・よくなされ
ていると思います。生徒達の人間形成の一助となる
ので頑張ってください。

障がいのある生徒については，階段昇降機
の設置や支援チ－ムの配備など支援体制を
確立することができた。気になる生徒の状
況等の把握と支援については，教育相談委
員会を中心に支援体制を推進することがで

特別支援学校との交流内容をさらに充実させる
とともに，校内外研修等へ積極的に参加するな
ど教職員の共通理解と意識の向上を図る。

障がいのある生徒に対する支援体制を継
続させる。教育相談機能の充実を図り，
生徒の状況等の把握と支援をさらに充実
させる。

学校公開日を福岡市の学校公開週間の目
的に基づき平日に実施する。ＰＴＡ総会
や保護者会の参加者を増加させるための
取り組みについてＰＴＡ及び教職員の連
携により検討を行う。

同窓会やＰＴＡとの連携，学級だよりの発行や三者
面談等により保護者との連携協力を深める。 Ｂ

Ｂ

ＰＴＡ総会，授業参観，保護者会，体育
祭，学校公開日等への保護者の参加が増加
している。ＰＴＡ役員・理事会を中心に保
護者との連携強化をさらに深める必要があ
る。 Ｂ

・地域への同化，意見を聞く姿勢は良い。・学校Ｈ
Ｐの月１回更新は言うは易くなかなか大変ですが，
よく行われていると思います。・学校においてのあ
らゆる行事参加については，バラツキがあり，体育
祭のように興味をひかれるものがあれば，行事参加
増が見込まれると思う。それには，PTA・地域・学
校の連携を探り，魅力ある学校を目指していくこと
が必要であると思います。・ｵ-ｹｽﾄﾗの演奏会や４校
合同文化発表会その他機会を捉えて高校の特色を広
報して認知してもらうように努力することをさらに
推進してください。

保護者配信メ－ル（加入者４４６名）を活
用し，学校行事等の連絡を行うことができ
た。学校ＨＰの更新は積極的に行ってお
り，内容等の充実をさらに深めるととも
に，学校の広報活動を強化する取組が必要

学校ＨＰの改良を行うとともに，定期的
更新と内容の充実を図る。保護者配信メ
－ルは加入者を増加させるとともに，学
校の情報発信等を積極的に行う。学校の
広報活動の強化策を講じる必要がある。

Ｂ

今年度の重点目標学校名

Ｂ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

開か
れた
学校
づく
り

保護者・地域との連携協力を深める。

基礎学力の定着と上級学校へ進学できる学力
の伸長をめざすとともに，新学習指導要領を
踏まえた教育課程の編成を行う。

中学生等に向けた積極的な広報活動を行い，
本校の教育活動をアピ－ルする。 学校ホ－ムページの内容の充実を図るととも

に，月１回以上の更新をめざす。

中学校訪問，体験入学，オープンスクール，進路相
談事業等において積極的な広報活動を行う。

保護者会，進路説明会，体育祭，学校公開週間
等の学校行事への保護者や市民の参加者を増や
す

Ａ

いずれかを○で囲む


